
 

 

 

 

 

 

 
 

～令和４年度農林水産予算概算決定の概要～ 
 
 
 令和３年12月24日、令和４年度農林水産関係予算（総額２兆2,777億円）が閣議決定されました。 

令和３年度農林水産関係補正予算（総額 8,795億円）も令和３年 12月 20日に成立しています。 

 令和４年 

Vol.６１ 
R4．1．１ 

関東農政局 

埼玉県拠点 
 

地域と農政を結ぶ 

埼玉地域情報ネットワーク 

【４年度当初予算：２兆２，７７７億円（対前年比 99.7%）】 
 

１ 生産基盤の強化と経営所得安定対策の着実な実施 
 ◇ 農業の持続性の確保に向けた生産基盤の強化 
 ◇ 畜産・酪農の生産基盤の強化 
 ◇ 経営安定対策の着実な実施 

２ 2030 年輸出５兆円目標の実現に向けた農林水産物・食品の輸出力強化、食品

産業の強化 

 ◇ 2030年輸出５兆円目標の実現に向けた「農林水産物・食品の輸出拡大実行戦略」
の実施 

 ◇ 知的財産の流出防止、侵害対策 
 ◇ 新事業の創出と食品産業の競争力強化 

３ 環境負荷軽減に資する「みどりの食料ｼｽﾃﾑ戦略」の実現に向けた政策の推進 

４ ｽﾏｰﾄ農業、eMAFF 等によるﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ(ＤＸ)の推進 

 ◇ スマート農林水産業の推進 
 ◇ eMAFF等によるＤＸの推進 

５ 食の安全と消費者の信頼確保 

６ 農地の最大限の利用と人の確保・育成、農業農村整備 

 ◇ 農地中間管理機構による集積・集約化と多様な経営体による持続的な農地利用 
 ◇ 多様な人材の確保・育成 
 ◇ 競争力強化・国土強靱化のための農業農村整備の計画的な推進 

７ 農山漁村の活性化 

 ◇ 地域の雇用創出・所得向上、地方への定住促進 
 ◇ 日本型直接支払の実施 
 ◇ 中山間地域の活性化                     

８ ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙ実現に向けた森林・林業・木材産業によるｸﾞﾘｰﾝ成長 

９ 水産資源の適切な管理と水産業の成長産業化 

(10 補正予算 防災・減災、国土強靱化と災害復旧等の推進) 
 
詳細は農林水産省 HP ⇒  https://www.maff.go.jp/j/budget/r4kettei.html 

 



 

 

 

 

 

埼玉県伊奈町出身の牧野涼子さんは、大学で畜産学を専攻

した後、埼玉県内で酪農ヘルパーをされていましたが、野菜生

産での就農を目指して行動を始めました。まずは、ハローワー

クが主催する埼玉県農業大学校での生産技術等を学ぶ 4 ヶ月

間の職業訓練に参加、さらに野菜ソムリエの資格を取得。種苗

センターに半年間勤務して育苗技術を習得するとともに、就農

する地域として、酪農ヘルパー時に何度も訪れて気に入ってい

た県北地域を希望し、埼玉県農業公社や本庄農林振興センタ

ーへ相談するなど着々と準備を進めました。そして、本庄市で

露地野菜栽培を行っている指導農家を紹介され 1年間の研修

を開始。「児玉地域明日の農業担い手育成塾」にも入塾し、農

業機械リース等の支援を受け、2011年 4月に団体職員だった

夫とともに本庄市において新規就農が実現します。 

就農当初の経営面積は約 60aでしたが、現在は約 350aに

なり、労働力は夫婦を基本に繁忙期にはパートを雇用。主な生

産品目は、ゴーヤー、ブロッコリー、ロマネスコ、カリフラワー、

タマネギ、レタス等です。販売先は主に農協に出荷するほかに

レストラン等へ納入、直売及び知人等への「グリーン BOX」の

宅配があり、「「グリーン BOX」には、オリジナルレシピを同封し

て食べ方の提案などを行っている。」とのことです。 

また、農林水産省の農業女子プロジェクトに参加し全国の農

業女子と交流され、本庄市においても「本庄農業女子」の代表

として、農業で活躍する女性の情報発信、市内でのイベントの

実施、農業女子同士の情報交換を行うなど活躍しています。 

牧野さんは、「自然の中で仕事がしたくて農家になったので、

畑になるべく長く居て良質な野菜を生産したい。消費者に野菜

の栽培しているところや採りたての野菜の味を知ってほしい。」

とのことで、収穫体験の受入れなども行っており、「野菜の魅力

を多くの人に伝えていきたい。」と話されました。 

 

 

 

 

 

編集：関東農政局 埼玉県拠点  

〒330-9722 さいたま市中央区新都心 2-1 さいたま新都心合同庁舎２号館 

 TEL 048-740-5835 FAX 048-601-0510 

 ＜関東農政局ＨＰ＞ http://www.maff.go.jp/kanto/ 

 

  

  

～ 野菜の魅力を多くの人に 

伝えていきたい ～ 

本庄市 牧野 涼子 さん 

酪農ヘルパーから新規就農を目指し、野菜栽培の技術と経営を学び、埼玉県本庄
市で 2011年に野菜生産農家として新規就農。農林水産省の農業女子プロジェクトに
も参加されている牧野涼子さんをご紹介します。 

 ゴーヤーの収穫をする牧野さん 

 

 

   ブロッコリーの圃場にて 

http://www.maff.go.jp/kanto/
http://www.maff.go.jp/kanto/

